
718 号　2021 年 2月

国
立

国
会

図
書
館

　月
報

National
D i e t
L i b r a r y
Monthly
B u l l e t i n
2 0 2 1 . 2

本の森を歩く　江戸時代の料理本

日本図書館紀行　京都府立図書館

表紙画家セレクション



12	

館
内
ス
コ
ー
プ

	

世
界
の
立
法
動
向
ウ
ォ
ッ
チ

24	

本
屋
に
な
い
本

	

『
濱
田
徳
海
旧
蔵
敦
煌
文
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
』

25	

Ｎ
Ｄ
Ｌ　

Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ

1	

お
殿
様
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン　

	

―
『
南
葵
文
庫
附
属
御
大
礼
奉
祝
紀
念
館
大
風
琴
』　

	　

		

今
月
の
一
冊　

国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
か
ら

6	

本
の
森
を
歩
く　

第
25
回

	

江
戸
時
代
の
料
理
本

	

―
読
ん
で
楽
し
い
、
作
っ
て
美
味
し
い
？
（
後
編
）

13	

日
本
図
書
館
紀
行　

京
都
府
立
図
書
館

20	
表
紙
画
家
セ
レ
ク
シ
ョ
ン　

第
二
輯

Contents

no. 718
February 

2021

表紙：「煖爐」武井武雄 画
『コドモノクニ』11 巻 2 号　1932.2　26×38cm
< 請求記号 Z32-B158>



1 国立国会図書館月報 718号 2021.2

お殿様のパイプオルガン
―『南葵文庫附属御大礼奉祝紀念館大風琴』

工 藤 哲 朗

国立国会図書館の蔵書から

　
「
音
楽
の
殿
堂
」
―
―
そ
う
呼
ぶ
に
相
応
し
い
音
楽

ホ
ー
ル
が
、
か
つ
て
東
京
の
麻
布
に
存
在
し
た
。
そ

の
ホ
ー
ル
の
名
は
「
南な

ん

葵き

楽
堂
」
と
い
い
、
巨
額
の

私
財
を
投
じ
て
こ
の
ホ
ー
ル
を
建
て
た
の
は
、
徳
川

頼よ
り
さ
だ貞

（
１
８
９
２
‐
１
９
５
４
）
と
い
う
人
物
だ
っ
た
。

　

頼
貞
は
徳
川
御
三
家
の
ひ
と
つ
、
紀
州
徳
川
家
に

生
ま
れ
た
。
自
家
の
有
す
る
莫
大
な
富
と
、
英
国
留

学
を
経
験
し
た
父
・
頼よ

り

倫み
ち

の
影
響
を
背
景
に
、
頼
貞

は
当
時
ま
だ
珍
し
か
っ
た
蝋
管
の
蓄
音
器
や
、
楽
器

の
演
奏
な
ど
を
通
し
て
、
幼
少
の
頃
か
ら
西
洋
音
楽

に
親
し
ん
だ
。や
が
て
音
楽
好
き
が
高
じ
た
頼
貞
は
、

21
歳
の
時
に
音
楽
研
究
の
た
め
英
国
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
へ
と
留
学
し
、
そ
の
留
学
中
に
あ
る
夢
を
描

き
始
め
る
。

　

当
時
、
麻
布
の
徳
川
邸
で
は
既
に
父
・
頼
倫
が
私

設
の
図
書
館
「
南
葵
文
庫
」
を
設
置
し
、
公
開
し
て

い
た
。
頼
貞
は
そ
こ
に
音
楽
専
用
の
ホ
ー
ル
を
併
設

し
、
日
本
で
西
洋
音
楽
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
構
想

し
た
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
音
楽
ホ
ー
ル
に
「
な
く

て
は
叶
は
ぬ
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
音
楽
堂
を
建
て
る

甲
斐
が
な
い
」
と
さ
え
頼
貞
が
考
え
た
も
の
―
―
そ

れ
が
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
だ
っ
た
。

　

そ
の
頃
の
日
本
に
は
、
教
会
で
の
礼
拝
等
の
た
め

の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
既
に
数
台
あ
っ
た
が
、
そ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
小
規
模
で
あ
る
か
、
ご
く
限
ら
れ
た

人
し
か
音
色
を
聴
け
な
い
も
の
だ
っ
た
。
頼
貞
自
身

も
、
幼
少
期
に
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
を
習
い
、
学
習
院

今 月 の 一 冊

南葵文庫附属御大礼奉祝紀念館大風琴
［南葵文庫］［1920］　17×24cm

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1906706

南葵楽堂（別名：御大礼奉祝紀念館）の正面。南葵楽堂は英国の建築家 B. トー
マスが設計し、W.M. ヴォーリズによる修正を経て建設された。正面の外観はド
イツのバイロイト祝祭劇場に倣ったものともいわれ、4 本の柱と入口の階段に
は水戸産の花崗岩が用いられた。なお、「南葵」は紀州徳川家の旧領地（南紀）
と家紋（葵）に由来する。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1906706
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在
学
中
に
ま
と
め
た
『
楽
器
研
究
論
』
に
「
風
琴
楽

の
研
究
」
の
項
を
設
け
た
も
の
の（

１
）、
留
学
す
る
ま
で

は
本
格
的
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
を
聴
く
機
会

は
ま
ず
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
頼
貞
が
南
葵
楽

堂
に
設
置
し
た
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
、
日
本
で
初
め

て
の
演
奏
会
用
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
あ
り
、
そ
の
規

模
は
当
時
「
東
洋
最
大
」
と
謳
わ
れ
た
。

　

頼
貞
は
留
学
先
か
ら
手
紙
で
父
・
頼
倫
ら
の
了
解

を
取
り
付
け
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
ホ
ー
ル
全
体
の
設
計

を
建
築
家
へ
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
英
国
リ
ー
ズ
市

の
ア
ボ
ッ
ト
＆
ス
ミ
ス
社
へ
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
発

注
し
た
。
当
初
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
半
年
ほ
ど
で

出
来
上
が
る
見
込
み
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
で
製
造

に
当
た
る
職
人
は
徴
兵
さ
れ
、
パ
イ
プ
の
材
料
と

な
る
金
属
の
使
用
も
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
。
頼
貞

は
１
９
１
５
年
12
月
に
帰
国
し
、
南
葵
楽
堂
は

１
９
１
８
年
に
開
堂
式
を
迎
え
る
が
、
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
の
部
品
が
よ
う
や
く
横
浜
港
に
到
着
し
た
の
は
、

注
文
か
ら
約
５
年
を
経
た
１
９
２
０
年
春
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
到
着
後
に
も
も
う
一
悶
着
あ
っ
た
。
当

時
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
見

た
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
税
関

は
組
み
立
て
前
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
部
品
を
建
築

資
材
と
見
な
し
て
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
代
価
を
超

え
る
高
額
な
税
を
掛
け
よ
う
と
し
た
の
だ
。
結
局
、

頼
貞
は
交
渉
の
末
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
教
育
用
品

（右）南葵楽堂建築時の徳川頼貞。
『ニコニコ』78 : 1917.7　ニコニコ倶楽部

<請求記号 雑 35-5>
（左）『南葵文庫附属御大礼奉祝紀念館大風琴』表紙。
（以下、特に記載のない画像はこの資料から。）

横浜港から南葵楽堂前に到着したパ
イプオルガンの部品。部品は全部で
木箱 60 箱ほどの量があり、手前の木
箱 に は「ABBOTT & SMITH / ORGAN 
BUILDERS / LEEDS」と書かれている。
中央で荷物を見守る 3 人の人物の中に
は、和装の頼貞の姿（右端）も見える。
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床に並べられたパイプオルガンの部品。写真奥に見えるのは金属製の
パイプと、巻かれた送風管。手前側には、風箱（パイプを挿す箱。左側）
と木製のパイプ（右側）が見える。南葵楽堂のパイプオルガンには約
1,400 本のパイプが用いられている。

と
し
て
無
税
で
通
関
さ
せ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
い
か
に

馴
染
み
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
困
難
に
見
舞
わ
れ
つ
つ
も
、
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
は
南
葵
楽
堂
に
無
事
到
着
し
、
７
月
に
設
置

工
事
を
開
始
、
11
月
初
旬
つ
い
に
完
成
し
た
。『
南

葵
文
庫
附
属
御
大
礼
奉
祝
紀
念
館
大
風
琴
』
は
、
こ

の
工
事
か
ら
完
成
ま
で
の
様
子
を
映
し
た
写
真
25
枚

が
貼
り
込
ま
れ
た
写
真
帖
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る

本
格
的
な
オ
ル
ガ
ン
音
楽
受
容
の
始
ま
り
を
と
ら
え

た
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

　

こ
の
写
真
帖
の
制
作
経
緯
や
来
歴
は
謎
に
包
ま
れ

て
い
る
が（

２
）、
各
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
活
字
で
印

刷
し
た
薄
葉
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
管
見
の
限

り
当
館
以
外
に
所
蔵
機
関
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
考
え
る
と
、
徳
川
家
が
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
完

成
の
記
念
に
ご
く
少
部
数
制
作
し
た
も
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

完
成
し
た
頼
貞
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
、
熱
狂
を

も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
完
成
と
同
月
の
披
露
演
奏
会

は
当
初
２
日
間
が
予
定
さ
れ
、
１
日
目
の
聴
衆
は
皇

族
は
じ
め
招
待
客
に
限
ら
れ
た
が
、
２
日
目
は
事
前

に
チ
ケ
ッ
ト
を
無
料
配
布
の
上
で
、
一
般
公
開
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
配
布
当
日
は
群
衆
が

南
葵
楽
堂
に
殺
到
し
、警
官
ま
で
出
動
す
る
騒
ぎ
に
。

チ
ケ
ッ
ト
は
予
定
枚
数
３
０
０
枚
の
と
こ
ろ
、
気
づ

組み立て途中のパイプオルガンの様子。右から 2
番目の人物が頼貞。右端で鍵盤に向かっている
のは、山田耕筰の義兄・エドワード・ガントレッ
トと思われる。宣教師として来日したガントレッ
トはオルガニストでもあり、南葵楽堂のパイプ
オルガン建造にも協力した。

『歴史写真 大正9 年10月號』歴史写真会　大正9
<請求記号 408-99>

組み立て途中のコンソール（演奏台）。手鍵盤の両脇にあ
るノブのようなものは「ストップ（音栓）」といい、これ
を引くと様々な音色の音を選択できる。右の写真では、
クラリネットやトロンボーンなどを模した音色のストッ
プに交じり「尺八」と名付けられたものも見える。
なお、南葵楽堂のパイプオルガンは、今日では珍しい

「ニューマティック・アクション」という方式の機構を有し、
個々の鍵の動きは送風管を通して空気圧で伝えられた。
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け
ば
６
０
０
枚
が
配
布
さ
れ
て
し
ま
い
、
結
局
同
じ

演
奏
会
を
も
う
１
日
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
頼
貞
は

こ
の
演
奏
会
の
際
の
感
慨
を
こ
う
綴
っ
て
い
る
。

　

か
く
て
、
私
の
待
望
し
た
パ
イ
プ
・
オ
ル
ガ
ン
は

そ
の
美
し
い
音
を
楽
堂
に
漲
り
溢
れ
さ
せ
た
。
…
…

私
は
、
嘗
て
倫
敦
に
勉
学
中
に
描
い
た
夢
が
、
幻
影

の
世
界
か
ら
下
つ
て
実
相
の
世
界
に
入
り
、
現
実
の

姿
と
な
つ
た
こ
と
を
神
に
感
謝
し
た

（
３
）

。

　

遂
に
実
を
結
ん
だ
頼
貞
の
夢
は
、
し
か
し
そ
う
長

く
は
続
か
な
か
っ
た
。
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
完
成
か

ら
３
年
足
ら
ず
の
１
９
２
３
年
９
月
に
関
東
大
震
災

が
発
生
、
損
壊
し
た
南
葵
楽
堂
は
閉
鎖
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。
頼
貞
は
楽
堂
の
修
復
と
再
度
の
公
開
を
望

ん
だ
が
、
修
復
に
は
楽
堂
の
新
築
と
同
程
度
の
費
用

が
掛
か
る
と
判
明
し
、
復
旧
は
諦
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
頼
貞
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
、
数
回
の
演

奏
会
に
使
用
さ
れ
た
だ
け
で
、
南
葵
楽
堂
で
の
役
目

を
終
え
た
。

　

た
だ
、
幸
い
に
も
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
致
命
的
損

傷
を
免
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
東
京
・
上
野
の
東

京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
へ
と
寄
贈
・
移
設
さ
れ
、
以
後

は
東
京
音
楽
学
校
、
そ
し
て
東
京
藝
術
大
学
で
日
本

の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
育
成
に
貢
献
し
て
い
く
。

　

こ
う
し
て
安
住
の
地
を
得
た
か
に
見
え
た
頼
貞
の

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
だ
っ
た
が
、
１
９
８
０
年
代
に
再

び
危
機
が
訪
れ
る
。
移
設
先
の
奏
楽
堂
自
体
が
上
野

公
園
に
移
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
既
に

老
朽
化
で
使
用
不
能
に
な
っ
て
い
た
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
は
、
正
面
の
外
観
部
分
以
外
は
移
設
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
頼
貞
の
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
は
、
い
よ
い
よ
そ
の
使
命
を
完
全
に
終
え
る
も

の
と
思
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
頼
貞
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
再
び
こ
の

危
機
を
乗
り
越
え
る
。
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
移
設
・

修
復
す
べ
し
と
の
声
が
、
音
楽
家
、
建
築
家
そ
し
て

地
元
住
民
か
ら
上
が
っ
た
の
だ
。
こ
う
し
た
声
が
行

完成したパイプオルガン。南葵楽堂は 300 人あまりの聴衆を収容できる広さがあり、
パイプオルガンは高さ 4 間、奥行 2 間、幅 3 間ほどの大きさだったとされる。
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政
を
動
か
し
、
つ
い
に
頼
貞
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は

完
全
な
形
で
の
移
設
と
修
復
が
な
さ
れ
た
。
頼
貞
の

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
、
今
や
多
く
の
人
々
に
支
え
ら

れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
。

　

南
葵
楽
堂
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
設
置
さ
れ
て
か

ら
１
０
０
年
、
頼
貞
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
現
在
も

そ
の
音
色
で
多
く
の
人
々
に
音
楽
の
喜
び
を
与
え
続

け
る
一
方
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
付
き
の
音
楽
ホ
ー
ル

は
日
本
の
各
地
に
設
置
さ
れ
、
国
内
の
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
設
置
台
数
は
約
１
，０
０
０
台
に
達
し
た
。

　

頼
貞
の
夢
は
、
今
こ
そ
本
当
の
実
を
結
び
つ
つ
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

1 「風琴」とあるが実際の記述対象はリードオルガン（徳川頼貞 著『楽器
研究論』［1910］（南葵音楽文庫所蔵）。
2 当館での受入記録を調査したところ、1982年頃に本写真帖とともに古
書店から購入された資料の中に、朝香宮家に関係するものが複数含まれ
ることが判明したが、同家と本写真帖の関係は不明。なお、同家からは
5名の皇族が披露演奏会（後述）に出席している。
3 徳川頼貞 著『薈庭楽話』春陽堂書店　1943<請求記号 760.4-To426w>
○参考文献
台東区立旧東京音楽学校奏楽堂 編『旧東京音楽学校奏楽堂公式ガイド
ブック　日本最古の音楽ホール』台東区芸術文化財団　2020<請求記号 
Y6-N20-M268>
林淑姫「ミュージック・ライブラリーの夢：南葵音楽図書館の成立と展
開（1）～（3）」『南葵音楽文庫紀要』(1)～（3）:2018～2020<請求記号 
Z72-P544>
松居直美、廣野嗣雄、馬淵久夫 編著『オルガンの芸術　歴史・楽器・奏法』
道和書院　2019<請求記号 KD261-M1>
中田恵子「旧東京音楽学校奏楽堂のアボット&スミス・オルガン」『Japan 
organist』（45）：2018<請求記号 Z11-2262>
村上紀史郎 著『音楽の殿様・徳川頼貞　1500 億円の〈ノーブレス・オブリー
ジュ〉』藤原書店　2012<請求記号GK138-J102>
篠田大基「南葵音楽文庫資料紹介　『南葵文庫附属御大礼奉祝紀念館大
風琴』」『Oxalis　音楽資料デジタル・アーカイヴィング研究』（2）：2009<
請求記号 UL581-J4>
鈴木千帆「第1回ロンドン万国博覧会のシュルツェ・オルガン　旧東京音
楽学校奏楽堂パイプオルガンのルーツであるのか」『オルガン研究』（35）：
2007<請求記号 Z11-638> 
吉田実［ほか］ 編『日本のオルガン』1～3　日本オルガニスト協会、シャロー
ム印刷出版事業部（発売）　1985-2004<請求記号KD261-9, KD261-J5>
赤井励 著『オルガンの文化史』青弓社　1995<請求記号 KD261-E7>

「日本音楽学会30年史」『音楽学』33（特別号）：1987<請求記号 Z11-
215> 
東京新聞出版局 編『上野奏楽堂物語』東京新聞出版局　1987<請求記
号 KD11-E1>
小 泉 信 三『 小 泉 信 三 全 集 』 第25巻上 文 芸 春 秋　1972<請 求 記 号 
081.8-Ko542k2>
辻荘一「南葵音楽図書館と私」『音楽事典 月報』（2）：1955.4<請求記号 
Y91-E960>
徳川頼貞 著『薈庭楽話』徳川頼貞　1941（私家版　当館未所蔵）

『南葵文庫報告』(13):1921<請求記号 016.2-N48ウ>

　徳川頼貞は音楽のみならず、図書館にも理解のあ
る人物だった。
　頼貞は楽譜や音楽書、大作曲家の自筆資料などを
収集し、南葵楽堂の半地下のフロアに設けた音楽専
門図書館で公開した。さらに、後にはこれらの資料
を利用した研究・出版活動の支援も行い、このこと
は戦後の日本音楽学会設立の基盤にもなったとされ
ている。この図書館事業は南葵楽堂閉鎖後も継続さ
れたが、徳川家の財政悪化のため 1932 年に中止され
た。その後、頼貞のコレクションは紆余曲折を経て、
現在は和歌山県立図書館で「南葵音楽文庫」として
再び公開され、本格的な調査研究・普及活動が進め
られている。
　加えて、頼貞は初期の国立国会図書館の運営にも
関与している。戦後に参議院議員となった頼貞は、
図書館運営委員会委員として国会で金森徳次郎館長

（当時）に対し音楽資料に関する質疑を行ったほか、
大久保利謙の「日本国会史編纂所設置ニ関スル請願」

（後の憲政資料室設置につながる）の提出を支援する
などした。こうした当館との縁からか、頼貞の遺稿
集『頼貞隨想』の刊行に当たっては、当館職員（の
ち副館長）だった酒井悌が遺稿整理の中心となり、
金森館長も刊行の発起人に加わった。

南葵楽堂の蔵書印が押さ
れた資料（筆者蔵）。 

徳川頼貞遺稿刊行會 編
『 頼 貞 隨 想 』河 出 書 房　

1956<請求記号 GK138-G117>

旧東京音楽学校奏楽堂に移設された南葵楽堂のパイプオルガン。
写真：台東区立旧東京音楽学校奏楽堂提供

Nanki Concert Hall : Tokyo, Japan, The Japan 
Advertiser Press, 1924<請求記号 Y995-B3650>
南葵楽堂の概要や公演記録をまとめた英文
の小冊子。扉には「徳川頼貞寄贈」の印が
見える。 同じ印記を持つ書籍はこのほかに
も数点、当館所蔵資料の中に確認できる。

徳川頼貞と図書館
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江
戸
時
代
の
料
理
本

　
　
―
読
ん
で
楽
し
い
、
作
っ
て
美
味
し
い
？
（
後
編
）

伊
藤 

り
さ

本
の
森
を
歩
く
　
第
2 5
回

実
用
書
と
し
て
の
料
理
本
（
其
の一
）

～
救
荒
食

　
前
編
で
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
読
み
物

的
な
性
格
の
強
い
料
理
本
を
見
て
き
ま
し

た
が
、
実
用
本
位
の
料
理
本
が
な
か
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
最
た
る
も

の
は
、
飢
饉
時
に
役
立
つ
救
荒
食
を
扱
っ

た
本
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
江
戸
時

代
に
は
何
度
も
飢
饉
が
あ
り
、
そ
れ
に
対

処
す
る
た
め
の
救
荒
本
も
種
々
出
版
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
一
冊
、『
都と
ひ
あ
ん
い
つ
で
ん

鄙
安
逸
伝
』
（
１
） 

（
天
保
四
年
〔
一
八
三
三
〕
序
）
の
目
的
は
、
ず

ば
り
「
米
の
消
費
量
を
な
る
べ
く
減
ら
す
こ

と
」。
米
の
消
費
を
減
ら
せ
ば
自
然
と
米
価

も
下
が
る
道
理
、
手
間
を
惜
し
ま
ず
粗
食
を

心
が
け
、
米
価
の
下
が
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ

う
、
と
い
う
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

米
を
減
ら
す
に
は
、や
は
り
「
か
て
飯
」（
混

ぜ
物
を
入
れ
た
ご
飯
）
が
手
っ
取
り
早
く
、

こ
の
本
に
も
様
々
な
「
か
て
飯
」
の
作
り
方

※資料の書誌事項は著者・編者等と出版年または書写年のみを記し、
原則として『料理文献解題』に拠った。当館所蔵資料の書誌事項につ
いては、国立国会図書館オンラインで確認できる。
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1 竈の賑ひ
左の挿絵では子供が「いもばかりだよ」
と文句を言っている

が
出
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
わ
ざ
わ

ざ
小
麦
粉
や
そ
ば
粉
の
二
番
粉
・
三
番
粉
を

粉
屋
で
買
っ
て
団
子
を
作
る
方
法
な
ど
も
あ

り
ま
す
（
上
「
作
っ
て
み
た
！
」
参
照
）。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
食
べ
る
米
の
量
を
減
ら
す

た
め
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
炊
い
た
ご
飯
も
腐

ら
せ
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
夏
場
に
ご
飯
を
腐
ら
せ
な
い
方
法
も

説
明
し
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
人
気
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
後
に

文
章
な
ど
に
手
直
し
が
加
え
ら
れ
て
『
竈
か
ま
ど

の
賑
に
ぎ
わ
ひ
』
（
２
） 

（
画
像
１
）
と
い
う
題
名
で
版
を

重
ね
ま
し
た
。
さ
ら
に
『
飯
百
珍
』
な
る

題
名
で
も
刊
行
さ
れ
た（

３
）と
の
こ
と
で
、『
飯

百
珍
』
と
な
る
と
、
最
早
救
荒
本
の
面
影

は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
か
な
り
広
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
飢
饉
に
備
え
る
た
め
、
と
い
う
切
実
な

用
途
で
考
え
ら
れ
た
レ
シ
ピ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
現
代
の
目
か
ら
見
る
と
か
え
っ
て

ヘ
ル
シ
ー
で
お
い
し
そ
う
に
感
じ
ら
れ
る

も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代

に
も
、
改
題
を
重
ね
な
が
ら
多
く
の
人
に

読
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
救
荒
食

と
い
う
実
用
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
料

『竈の賑ひ』の「団子汁」

粉屋に温飩粉蕎麦粉等の二番又は三番粉あるを調
とゝのへ

団子にこね、まづ味噌汁に菜、
大根、芋がら、さと芋等を沢山切込、其中に団子をいれ、焚て喰しなば大ひに米の

助と成なり。（中略）左りの手にもち、右
の手に水をつけひらたく引のばしていれの
ばしてはいれすれば食するに和らかにして
つかゆる事なく喰よきもの也

普段、粉をこねた団子は作らないので、読んで
理屈ではわかっていても、「平たく引きのばして
団子にする」の手加減と形態がよくわかりません
でした。味は味噌仕立てで、野菜も豊富で「団
子汁」だけで栄養豊富で充分おいしく満腹にな
りました。今の時代は、鶏肉を入れるとおいしい
と思います。

作ってみた！

※調理とそのコメントは総務課編集係とその応援団による（以下同）
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理
と
し
て
も
人
々
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の

が
あ
っ
た
故
な
の
で
し
ょ
う
。

実
用
書
と
し
て
の
料
理
本
（
其
の
二
）

～
お
客
様
を
お
も
て
な
し

　
厳
密
に
は
料
理
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

客
を
も
て
な
す
と
い
う
観
点
か
ら
料
理
に

つ
い
て
も
多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
の

が
『
臨
り
ん
じ
き
や
く
あ
い
し
ら
ひ（
４
）

時
客
応
接
』 （
和
田
信
定
ほ
か
著
、

文
政
一
三
年
〔
一
八
三
〇
〕）（
画
像
２
）
で
す
。

使
用
人
に
対
す
る
注
意
事
項
が
多
い
よ
う

で
す
が
、
客
の
訪
れ
か
ら
お
見
送
り
ま
で

の
間
の
応
対
に
つ
い
て
懇
切
丁
寧
な
説
明

が
あ
り
、
い
ま
で
も
十
分
役
に
立
ち
そ
う

な
内
容
で
す
。
興
味
深
い
項
目
を
い
く
つ

か
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
菓
子
は
出
し
て
も
出
さ
な
く
て
も
い
い

が
、
子
ど
も
連
れ
な
ら
な
る
べ
く
出
し
た

方
が
よ
い
。
○
蕎
麦
を
店
か
ら
取
っ
た
時

は
家
の
器
に
移
し
替
え
て
か
ら
勧
め
る
。

誰
が
使
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
店
屋
物
の
器

の
ま
ま
出
す
の
は
客
に
対
し
て
失
礼
に
当

た
る
。
た
だ
し
店
の
器
や
客
が
誰
か
に
も

よ
る
こ
と
な
の
で
、
臨
機
応
変
に
。
○
客

に
食
事
を
出
す
際
は
、
自
分
の
主
人
に
も

相
談
し
た
上
で
（
こ
の
部
分
は
「
使
用
人

向
け
」
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
）

供
の
者
に
も
茶
漬
く
ら
い
は
出
す
。
た
だ

し
不
埒
な
こ
と
が
あ
る
と
い
け
な
い
の
で
、

酒
は
出
さ
な
い
方
が
よ
い
。
○
あ
い
た
お

皿
は
ほ
か
の
料
理
を
出
し
た
時
に
つ
い
で

に
下
げ
る
。
○
客
が
酒
に
酔
っ
て
嘔
吐
し

そ
う
な
時
は
背
中
を
さ
す
っ
て
や
る
。
客

が
落
ち
着
い
た
ら
手
水
鉢
か
ら
水
を
汲
ん

で
う
が
い
を
勧
め
る
。
○
客
が
帰
っ
て
も
、

用
事
や
忘
れ
物
が
あ
っ
て
戻
っ
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
、
す
ぐ
大
声
で
噂
話
な

ど
し
て
は
い
け
な
い
。

　
ほ
か
に
も
果
物
の
切
り
方
、
足
が
し
び

れ
た
時
や
し
ゃ
っ
く
り
が
出
そ
う
な
時
の

対
処
法
な
ど
、
心
憎
い
ほ
ど
壺
を
押
さ
え

た
説
明
が
百
項
目
に
わ
た
っ
て
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
料
理
を
出
す
か

の
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、「
自
分
勝
手
に
素

材
を
取
り
合
わ
せ
る
と
食
あ
た
り
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
料
理
本
を
よ
く
参

考
に
す
る
よ
う
に
」
と
、
十
種
以
上
の
料

理
本
を
紹
介
す
る
用
意
周
到
さ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
客
の
も
て
な
し
に
関
し
て

は
、
曲
亭
馬
琴
に
興
味
深
い
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。
馬
琴
が
上
方
に
旅
行
し
た

際
の
見
聞
録
『
覉き
り
ょ
ま
ん
ろ
く（
５
）

旅
漫
録
』 （
享
和
二
年

〔
一
八
〇
二
〕）
に
は
、「
京
に
て
客
あ
り
て

振
舞
を
す
る
に
は
。
丸
山
。
生
洲
。
或
は

2 臨時客応接
下画像はおすすめ料理本の部分

お客さんが帰っても

すぐに噂話するのは厳禁！
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祇
園
二
軒
茶
屋
。
南
禅
寺
の
酒
店
な
ど
に
。

一
人
に
価
何
匁
と
定
め
。
家
内
せ
ま
し
と

称
し
て
。
そ
の
酒
店
え
伴
ひ
行
。
是
別
段

に
客
を
も
て
な
す
の
儀
に
あ
ら
ず
。
家
に

て
調
理
す
れ
ば
。
万
事
に
費
あ
り
。
そ
の

上
や
ゝ
も
す
れ
ば
器
物
を
う
ち
破
る
の
愁

ひ
あ
り
。
故
に
か
く
の
ご
と
く
す
。
京
の

人
の
狡
な
る
こ
と
是
に
て
知
る
べ
し
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
馬
琴
ら
し
い
と
い
う

べ
き
か
、
か
な
り
穿
っ
た
意
見
に
聞
こ
え

ま
す
が
、
筒
井
紘
一
氏
（
茶
道
研
究
家
、

今
日
庵
文
庫
長
、
茶
道
資
料
館
副
館
長
〔
当

時
〕）
は
、「
京
都
人
の
吝
嗇
が
馬
琴
の
い

う
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
」
と
し
な
が

ら
も
、「
京
都
に
料
理
屋
や
仕
出
し
屋
が
多

い
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
と
う
な

ず
か
せ
る
と
こ
ろ
も
な
く
は
な
い（

６
）」 

と
、
馬

琴
の
主
張
に
も
そ
れ
な
り
の
理
解
を
示
し

て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
筒
井
氏
は
京
都

出
身
で
は
な
い
そ
う
で
す
が
…
…
。

お
わ
り
に

　
江
戸
時
代
の
料
理
本
、
い
か
が
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
一
言
で
料
理
本
と
言
っ
て
も
、

様
々
な
内
容
の
も
の
が
あ
る
こ
と
や
、
江
戸

時
代
の
人
た
ち
は
、
実
用
一
点
張
り
で
は
な

く
読
み
物
と
し
て
も
料
理
本
を
楽
し
ん
で
い

た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
二
〇
一
三
年
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に「
和
食
」が
登
録
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

江
戸
時
代
の
料
理
に
対
す
る
関
心
も
、
こ

の
と
こ
ろ
頓
に
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

実
は
、
江
戸
時
代
の
料
理
本
は
多
く
が
活

字
翻
刻
さ
れ
て
お
り（

７
）、
崩
し
字
が
苦
手
で

も
読
む
こ
と
が
可
能
で
す
。
一
方
で
、
レ

シ
ピ
が
読
め
る
こ
と
と
料
理
が
再
現
で
き

る
こ
と
は
ま
た
別
問
題
。
江
戸
時
代
の
料

理
用
語
や
料
理
法
、
食
材
に
関
す
る
知
識

が
な
い
と
、
実
際
に
作
る
の
は
素
人
に
は

い
さ
さ
か
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん（

８
）。

　
た
だ
、
江
戸
時
代
の
料
理
を
自
分
で
再

現
す
る
の
は
難
し
く
て
も
、
料
理
本
を
読

む
こ
と
で
江
戸
時
代
の
料
理
や
食
生
活
に

思
い
を
は
せ
る
の
も
ま
た
一
興
。「
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で

公
開
さ
れ
て
い
る
料
理
本
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
活
字
翻
刻
や
現
代
語
訳
、
原
本

の
挿
絵
な
ど
を
楽
し
み
つ
つ
、
江
戸
の
料

理
を
想
像
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

気、つかうわ～
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江戸時代のお弁当
　去年は外食が難しい時期があったこともあり、ランチに手作り弁当を持っていくようになっ
たという人も多いかもしれません。書店には多くの弁当レシピ本が並んでおり、どれもカラ
フルでおいしそう！　ところが、江戸時代は意外なほど弁当を扱った料理本はありません。
　江戸時代に限らず、弁当（携行食）は大きく日常（屋外での労働などに従事する場合）
と非日常（旅行や行楽など）に分けられると思いますが、江戸時代の日常的な携行食は、
おにぎりと漬物・味噌・梅干しと言った簡素なものだったようです

（9）

。普段使いのお弁当
はあまりにもシンプルだったため、料理本で取り上げるまでもなかったのかもしれません。
　その中で、『料

りょうりはやしなん（10）

理早指南』 第二編（醍醐山人著、享和元年〔一八〇一〕序）（画像 3）
が非日常の携行食として重詰（重箱）料理を取り上げているのが注目されます。時節
見舞、花見、船遊びといったシチュエーションごとに、四段の重箱に何を詰めるか上中
下の三パターンを例示し、さらに、季節を問わない時節見舞のようなものは料理の一部
を季節により差し替えるなど、実用的な内容です。例えば花見の「上」なら一の重は鮎、
筍、早蕨など、二の重はむしがれい、桜鯛など、三の重はひらめやさよりの刺身、よめな、
つくしなど、四の重は紅梅餅、椿餅など……といった具合。また、祭礼や供養などで
大人数の弁当を用意するときは、重箱ではなく桧割籠（使い捨て容器）で銘 に々出す
とよい、といった配慮も述べられています。
　ところで、弁当に関連して興味深いのが、『会

かいせきりょうりさいくぼうちょう（11）

席料理細工庖丁』 （浅野高蔵輯・

法橋玉山画、文化三年〔一八〇六〕）の巻末広告にある『寄合庖丁』の宣伝文句です。『寄
合庖丁』は残念ながら現存していないようですが、広告には「此書は家内芝居行花見
遊山などに出行たる跡にて近隣又は心やすき友どち打寄、一盃呑べしとおもふ時弁当
の余りたる物をとりつくらい…」と書かれており、家人が弁当を持って行楽に出かけた後、
弁当の残り物でちょっと飲みましょう、という時に役立つ弁当おかずリサイクル術が紹介
されていたのでしょうか。

3 料理早指南
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『料理山海郷』の「早餅」

常の冷めし汁わんに一はいすりて其かさほど葛をいれて又能
く摺て湯煮し大豆のこ（きな粉）にて用味噌汁もよし

冷やごはんをすり鉢でつぶすのが思いのほか硬くて、餅状にはなりま
せんでした。葛粉と水を混ぜてどろどろになったところで成形して、熱
湯に投入しました。米を葛粉でコーティングしたようになり、おはぎと
お餅の中間といった感じで、まあまあおいしかったです。

※『料理山海郷』は前編（1 月号）でも紹介しました。（当館請求記号：
183-143）

作ってみた！

時代を先取り？　代用品や時短あれこれ
　予算や時間の関係で代用品やインスタント食品を使う時もありますよね。江戸時代には
「代用品」「インスタント」あるいは「時短」という意識はなかったかもしれませんが、なか
なか斬新かつ現代でも応用できそうなレシピや裏ワザも紹介されています。現代の目から見
れば「時短」とは思えない内容でも、「早……」と謳っているところから、江戸時代は現
代に比べて調理に相当な時間や手間がかかっていたことが感じ取れるように思います。簡
単に真似できそうなものをいくつかご紹介しますので、興味のある方は試してみてはいかが
でしょうか。
○早餅　冷ご飯をすり、同量の葛を加えてさらによくすってゆでる（下「作ってみた！」参
照）。○早葛切　細切りの寒天に葛粉をまぶしてさっとゆでる。○一夜酒　麹を水に漬け
てよく揉み砕き、白砂糖を適宜加えて濾して使う。○早じゅんさい　山芋などの巻葉に葛を
まぶして熱湯でさっとゆでる。（以上、『料理山海郷』）○藷

いものじん

精　さつま芋を生のまます
りおろし、四、五度水を替えながらさらして、底に溜まったでんぷんをよく干して葛粉の代
用にする。（『甘藷百珍』）○古くなったそば粉はこねる時に熱湯を使い、蓼の絞り汁を
入れると匂いが出て新そばのようになる。○ゆで卵の黄身を真ん中にするには、常に箸で
転がしながらゆでるか、卵がはまる大きさの穴を開けた薄板に卵をはめ、その板を回しなが
らゆでればよい。○ゆで卵をきれいに切るには、湯に酢を落としてゆで、庖丁にも酢を塗
るとよい。（以上、『料理早指南』）

【注】
1  当館請求記号：W373-N7
2 国 立 国 会 図 書 館 デ ジタルコレクション　[ https://dl.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/2536948 ] ほか
3  原田信男『江戸の食生活』（岩波書店、二〇〇九年）
4   当館請求記号：111-227
5 国 立 国 会 図 書 館 デ ジタルコレクション　[ https://dl.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/888906/27 ]
6 筒井紘一「上方食文化の位相」『國文學　解釈と教材の研究』二十九（三）

（一九八四・三）
7「料理書研究の今現在―文献リスト―」『Vesta』（八十七）（二〇一二）参照。
8  国文学研究資料館のウェブサイトで公開されている「江戸料理レシピデー

タセット」（国文学研究資料館オープンデータセット[ https://www.nijl.
ac.jp/pages/cijproject/data_set_list.html ]）のデータに、「くずし
字を読め、かつ江戸時代の日本語や料理法を知っていれば料理が作れ
ます」（原本画像）、「江戸時代の日本語や料理法を知っていれば料理
が作れます」（翻刻テキスト）「翻刻テキストデータの内容を現代の日本
語に翻訳したデータです。江戸時代の料理法を知っていれば料理が作
れます」（現代語訳）「現代の道具や食材でも作れるものに変更し、食
材の分量や写真を加えてより具体化したデータです。手順に従えば料理
が作れます」（現代レシピ）の四種があるのは、そのあたりの事情を反
映したものでしょう。

9 原田信男編著『江戸の料理と食生活　日本ビジュアル生活史』（小学館、
二〇〇四年）

10 当館請求記号：182-25
11 当館請求記号：W435-N15

【参考文献】（注、本文に挙げたものを除く）
川上行蔵編『料理文献解題』柴田書店　一九七八年

『江戸時代料理本集成』臨川書店　一九七八―一九八一年
大久保洋子『江戸の食空間』（講談社学術文庫）講談社　二〇一二年
練馬区立石神井公園ふるさと文化館編『江戸の食文化　特別展』練馬区

立石神井公園ふるさと文化館　二〇一四年
原田信男編『江戸の食文化』小学館　二〇一四年

『江戸の美味しさ召し上がれ』西尾市立岩瀬文庫　二〇一五年
「「和食；日本人の伝統的な食文化」に関する典籍一覧」国文学研究資料

館ウェブサイト[ https://www.nijl.ac.jp/pages/images/washoku.pdf ]
博望子著、原田信男訳『料理山海郷　江戸時代の珍味佳肴を知る』 ( 教

育社新書原本現代訳  134) 教育社　一九八八年

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536948
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536948
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/888906/27
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/888906/27
https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/data_set_list.html
https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/data_set_list.html
https://www.nijl.ac.jp/pages/images/washoku.pdf
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海
外
立
法
情
報
調
査
室
・
課
の
仕
事
は
、
主
に
『
外
国

の
立
法
』
と
い
う
刊
行
物
を
通
し
て
、
国
会
の
国
政
審
議

に
役
立
つ
海
外
の
主
要
国
等
の
立
法
動
向
を
紹
介
す
る
こ

と
で
す
。
現
在
は
、
英
・
米
・
仏
・
独
・
伊
・
露
・
豪
・
韓
・

中
の
主
要
国
の
ほ
か
、
Ｅ
Ｕ
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
等
が
掲

載
対
象
で
、
こ
れ
ら
の
国
・
地
域
別
に
担
当
が
分
か
れ
た

調
査
員
が
、
色
々
な
分
野
の
法
令
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

議
会
が
開
か
れ
ず
、
新
規
立
法
が
止
ま
る
事
態
も
あ
る

中
で
、
記
事
を
安
定
的
に
掲
載
し
続
け
る
た
め
、
執
筆
す

る
調
査
員
に
は
、
持
ち
ネ
タ
が
た
く
さ
ん
必
要
に
な
り
ま

す
。
文
学
部
出
身
の
私
に
は
、
財
政
や
科
学
技
術
な
ど
は

苦
手
な
ネ
タ
で
す
が
、
食
わ
ず
嫌
い
は
で
き
ま
せ
ん
。
持

ち
ネ
タ
を
少
し
で
も
増
や
し
、
そ
れ
に
十
分
な
肉
付
け
が

で
き
る
よ
う
に
、
新
聞
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
書
庫
資
料
等

の
リ
ソ
ー
ス
を
フ
ル
活
用
し
て
情
報
を
集
め
ま
す
。『
外

国
の
立
法
』
に
は
季
刊
版
と
月
刊
版
が
あ
り
、
集
め
た
ネ

タ
の
ど
れ
を
季
刊
版
で
取
り
上
げ
、
ど
れ
を
月
刊
版
で
掲

載
す
る
の
か
、
日
々
や
り
繰
り
を
考
え
な
が
ら
原
稿
を
執

筆
し
ま
す
。

　

季
刊
版
で
は
、
重
要
な
法
令
の
解
説
に
加
え
、
条
文
翻

訳
を
掲
載
し
ま
す
。単
に
翻
訳
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、

接
続
詞
を
補
っ
て
文
の
構
造
を
明
確
に
示
し
、
特
有
の
言

い
回
し
を
正
し
く
用
い
る
な
ど
、
日
本
の
法
令
ら
し
く
仕

上
げ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
法
令
を
読
む
だ
け
で
四
苦
八

苦
し
て
い
た
総
務
の
あ
の
頃
、
も
っ
と
法
令
と
と
も
だ
ち

に
な
っ
て
お
く
べ
き
で
し
た
。

　

季
刊
版
を
半
年
か
け
て
完
成
さ
せ
る
間
も
、
分
量
の
短

い
月
刊
版
の
編
集
作
業
が
ほ
ぼ
毎
月
あ
り
、
両
者
同
時
に

進
む
の
で
、
調
査
員
は
、
複
数
の
全
く
異
な
る
分
野
の
法

令
を
、同
時
に
翻
訳
し
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

月
刊
版
の
テ
ー
マ
を
集
中
し
て
調
べ
続
け
る
う
ち
に
、
し

ば
ら
く
前
に
書
い
た
季
刊
版
の
原
稿
が
上
司
か
ら
手
直
し

さ
れ
て
戻
っ
て
く
る
と
、自
分
が
何
を
書
い
て
い
た
の
か
、

記
憶
が
怪
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

色
々
な
面
で
日
本
と
違
う
外
国
の
動
向
を
ど
う
紹
介
す
れ

ば
国
政
審
議
に
有
益
な
情
報
に
な
る
の
か
、
力
不
足
を
感
じ

る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
自
分
で
法
令
を
読
み
込
ん
で
み
る

こ
と
で
、
報
道
内
容
と
は
違
う
側
面
の
重
要
性
に
気
づ
く
こ

と
も
あ
り
、
外
国
法
の
不
思
議
さ
と
面
白
さ
も
感
じ
て
い
ま

す
。
外
国
の
動
向
に
日
々
ア
ン
テ
ナ
を
働
か
せ
、
外
国
語
漬

け
に
な
れ
る
業
務
は
、
国
立
国
会
図
書
館
広
し
と
い
え
ど
も

珍
し
く
、
語
学
好
き
に
は
お
す
す
め
で
す
。

　

私
た
ち
が
世
界
の
立
法
動
向
を
ウ
ォ
ッ
チ
し
続
け
た
成

果
の
『
外
国
の
立
法
』
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ど

な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
の
ぞ
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
海
外
立
法
情
報
課　

Ｗ
）

世界の立法動向
ウォッチ
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京都府立図書館
平澤 大輔

　

動
物
園
や
美
術
館
、
劇
場
に
イ
ベ
ン

ト
会
場
な
ど
、
数
多
く
の
文
化
施
設
が
集

ま
り
、
京
都
を
代
表
す
る
文
化
ゾ
ー
ン
と

い
わ
れ
る
地
・
岡
崎
。
そ
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
も
い
う
べ
き
平
安
神
宮
の
大
鳥
居
の

す
ぐ
そ
ば
に
京
都
府
立
図
書
館
は
あ
り
ま

す
。

　

日
本
で
最
初
の
公
立
の
図
書
館
で
あ
る

「
集
書
院
」
を
源
流
と
し
、
明
治
31
年
に

京
都
御
苑
内
に
設
立
さ
れ
た
京
都
府
立
図

書
館
は
、
明
治
42
年
に
岡
崎
に
移
転
し
、

現
在
に
至
る
ま
で
１
０
０
年
を
超
え
る
歴

史
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

移
転
当
時
の
建
物
は
、
京
都
市
役
所
や

賀
茂
大
橋
な
ど
の
設
計
を
手
が
け
、
関
西

建
築
の
父
と
い
わ
れ
る
武
田
五
一
に
よ
り

設
計
さ
れ
ま
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
よ
り
建
物
が
大
き
く
損
傷
し
た
た
め
、

平
成
13
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
地
上
４
階
・
地
下
２
階
建
て
の
新
し
い

建
物
は
、
フ
ァ
サ
ー
ド
保
存
の
手
法
に

よ
り
ル
ネ
サ
ン
ス
風
の
外
壁
正
面
部
を
残

し
、
今
も
当
時
の
姿
の
ま
ま
利
用
者
を
迎

え
て
い
ま
す
。
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（右上から時計回りに）集書院、岡崎移転前の佇まい、明治 42年移転当時の建物、館長室に残る銘板。
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年
間
で
約
27
万
人
の
利
用
者
が
訪
れ
る

京
都
府
立
図
書
館
で
は
、
専
門
書
や
研
究

書
な
ど
調
査
・
研
究
に
役
立
つ
本
を
中
心

に
、
図
書
と
雑
誌
・
新
聞
な
ど
の
逐
次
刊

行
物
あ
わ
せ
て
１
３
０
万
冊
を
超
え
る
資

料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
占
領
下
で
京
都
に

設
置
さ
れ
た
ク
ル
ー
ガ
ー
図
書
館（

※
）の
蔵
書

を
受
け
継
い
だ
「
ク
ル
ー
ガ
ー
文
庫
」
や
、

平
成
13
年
の
建
替
え
時
に
京
都
府
立
総
合

資
料
館
か
ら
移
管
さ
れ
た
昭
和
30
年
代
を

中
心
と
し
た
日
本
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
、
戦

前
・
戦
後
の
教
科
書
な
ど
、
特
色
あ
る
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
以
来
、
京
都
府
と
国
立
国
会

図
書
館
の
間
で
人
事
交
流
が
行
わ
れ
て
お

り
、
筆
者
は
平
成
31
年
４
月
か
ら
京
都
府

立
図
書
館
に
出
向
し
て
い
ま
す
。
約
50
名

の
職
員
が
勤
務
す
る
京
都
府
立
図
書
館

は
、
企
画
総
務
部
と
図
書
サ
ー
ビ
ス
部
の

二
つ
の
部
で
構
成
さ
れ
、
筆
者
が
所
属
す

る
企
画
総
務
部
連
携
支
援
課
で
は
、
市
町

村
立
図
書
館
・
読
書
施
設
や
学
校
へ
の
支

援
、
大
学
図
書
館
と
の
連
携
、
子
ど
も
へ

の
読
書
活
動
支
援
、
各
種
シ
ス
テ
ム
の
管

理
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
担
っ
て

い
ま
す
。

クルーガー文庫の展示。

※日本の民主的教育を助けるため、昭和 21年に京都で開館した図書館。米国第６軍司令官
ウォルター・クルーガーとその軍隊を顕彰して構想が練られたことから、その名を冠しています。

日本映画のシナリオ。昭和 40年代に複数の研究者から京都府立
総合資料館に寄贈されたものなど約 1,400 冊で構成されています。
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市
町
村
立
図
書
館
・
読
書
施
設
や
大

学
図
書
館
と
連
携
し
た
取
組
の
大
き
な

柱
が
、
京
都
府
図
書
館
総
合
目
録
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
Ｋ
‐
Ｌ
ｉ
ｂ
ｎ
ｅ
ｔ
）
の
運
営

で
す
。
府
内
の
図
書
館
等
の
蔵
書
を
横
断

的
に
検
索
す
る
Ｋ
‐
Ｌ
ｉ
ｂ
ｎ
ｅ
ｔ
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
加
え
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

用
い
て
相
互
に
貸
し
借
り
が
行
わ
れ
た
資

料
を
搬
送
す
る
「
連
絡
協
力
車
」
を
運
行

し
て
い
ま
す
。
各
館
の
間
で
行
き
交
う
資

料
の
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
物
流

の
拠
点
で
あ
る
当
館
の
市
町
村
支
援
作
業

室
は
常
に
多
く
の
資
料
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
南
北

に
長
い
京
都
府
全
域
に
、
均
質
な
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

　

学
校
へ
の
支
援
に
関
す
る
取
組
の
一
つ

に
、
調
べ
学
習
や
朝
読
書
に
役
立
つ
図
書

を
環
境
や
文
化
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
・

テ
ー
マ
ご
と
に
数
十
冊
の
セ
ッ
ト
に
し

て
、
府
内
の
小
・
中
学
校
や
府
立
学
校
に

貸
し
出
す
「
学
校
支
援
セ
ッ
ト
貸
出
」
が

あ
り
ま
す
。
小
・
中
学
校
に
対
し
て
は
近

く
の
市
町
村
立
図
書
館
・
読
書
施
設
へ
、

府
立
学
校
に
対
し
て
は
直
接
各
学
校
へ
、

先
ほ
ど
紹
介
し
た
連
絡
協
力
車
で
セ
ッ
ト

閲覧室の様子。晴れた日は館全体に柔らかな光が差し込みます。カウンターや閲覧席には新型
コロナウイルス感染症対策のためパーテーションを設置しました。左下は国立国会図書館デジ
タルコレクション（図書館送信）の端末。
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を
届
け
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
は
京

都
府
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
新

た
に
特
別
支
援
教
育
に
役
立
つ
セ
ッ
ト
を

追
加
す
る
な
ど
、
毎
年
セ
ッ
ト
内
容
の
充

実
と
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
３
月
に
予
定
し
て
い
る
図
書

館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
も
、
連
携
支
援
課
が
関

わ
る
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
す
。

資
料
の
検
索
や
貸
出
・
返
却
処
理
な
ど
を

行
う
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
前
述
の

Ｋ
‐
Ｌ
ｉ
ｂ
ｎ
ｅ
ｔ
シ
ス
テ
ム
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
そ
の
範
囲
は
広
く
、
機
器
の
更

新
も
同
時
に
行
い
ま
す
。
特
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、
開
館
状
況
や
図

書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
分
か
り
や
す
く

表
示
す
る
ほ
か
、
学
校
支
援
セ
ッ
ト
の
貸
出

状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の

機
能
を
追
加
す
る
予
定
で
す
。

　

筆
者
は
平
成
20
年
に
国
立
国
会
図
書
館

に
入
館
し
て
以
来
、
関
西
館
、
国
際
子
ど

も
図
書
館
、
そ
し
て
東
京
本
館
で
の
勤

務
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
３
つ
の
施
設

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
特
色
を
持
ち
、
異
動

の
度
に
ま
る
で
転
職
し
た
か
の
よ
う
な
気

持
ち
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
回
の
出
向
は
ま
さ
に
文
字

ど
お
り
の
「
転
職
」。
京
都
府
立
図
書
館

下は学校支援セットの資料。右上・右下は連絡協力車で届いた資料の
仕分けを行う市町村支援作業室。各市町村や大学ごとに仕分け、コンテ
ナに積み込んでいきます。

平成 13年度に導入した自
動化書庫の収蔵能力は約
40万冊。毎月実施している
館内見学では、大きなクレー
ンがコンテナを運ぶ様子を
間近に見ることができます。
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で
勤
務
を
開
始
し
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
驚
き
や
発
見
の
連
続
で
、
刺
激
に
富

ん
だ
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
令
和
２
年
の
３
月
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り

多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
縮
小
せ
ざ
る
を
え
な

い
状
況
の
な
か
で
、
学
習
や
読
書
、
科
学

体
験
な
ど
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

く
過
ご
す
た
め
の
支
援
を
行
う
「
こ
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
」
や
、
外
出
自
粛
が
要

請
さ
れ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中

に
自
宅
で
読
書
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

無
料
で
図
書
を
郵
送
す
る
「
図
書
無
料
お

届
け
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
ま
っ
た
く
新
し
い
取
組
を
企
画
し
、
非

常
に
短
い
期
間
で
実
施
に
つ
な
げ
る
ス

ピ
ー
ド
感
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
も
の
で
し
た
。

　

府
内（

※
）
２
０
０
の
公
立
小
学
校
１
～
３

年
生
全
児
童
と
府
立
特
別
支
援
学
校
小
学

部
全
児
童
数
分
の
図
書
を
各
学
校
に
届
け

た
「
読
書
を
通
じ
た
家
庭
学
習
支
援
事
業
」

も
、
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。「
図

書
館
か
ら
学
校
に
本
が
届
い
た
よ
」
と
小

学
１
年
生
の
息
子
か
ら
聞
い
た
と
き
に

は
、
約
３
万
冊
と
い
う
規
模
に
圧
倒
さ
れ

な
が
ら
も
、
臨
時
休
校
中
の
子
ど
も
た
ち

（上）「図書無料お届けサービス」
では受付開始から約 5時間で先
着 600 名程度の枠が埋まり、職
員総出で2,000 冊を超える図書
の梱包作業を行いました。
（右下）「読書を通じた家庭学習
支援事業」では約 3万冊の図書
を771 箱の段ボールに詰め、府
内各地の小学校に届けました。
（左下）読書を楽しんだ子どもたち
から届いたお礼の手紙。

「こどもの居場所づくり」の様子。京都大学の大学（院）生とともに、学習や読書、科学体験などのプログラムを通して
子どもたちが楽しく過ごせる居場所づくりに取り組みました。

※京都市立を除く。
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に
読
書
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
本
を

届
け
た
い
と
い
う
思
い
で
職
員
が
一
丸
と

な
り
取
り
組
ん
だ
光
景
が
思
い
返
さ
れ
、

感
慨
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
京
都
府
立
図
書
館
で
の
勤

務
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
他
で
は
得
難

い
経
験
ば
か
り
で
す
。
貴
重
な
機
会
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

間
近
に
迫
っ
た
シ
ス
テ
ム
更
新
を
は
じ

め
、
様
々
な
業
務
に
お
い
て
、
少
し
で
も

自
身
の
知
識
や
経
験
を
還
元
し
、
よ
り
よ

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
最
後
ま
で
全
力
で
駆
け
抜
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

神
宮
道
に
そ
び
え
立
つ
平
安
神
宮
の
大

鳥
居
が
竣
工
し
た
の
は
昭
和
３
年
。
実
は

京
都
府
立
図
書
館
の
建
物
の
方
が
先
輩
だ

と
館
内
見
学
で
案
内
す
る
と
、
驚
か
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
１
世
紀
以
上

に
わ
た
っ
て
収
集
し
て
き
た
特
色
あ
る
資

料
を
も
と
に
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
な
が
ら
、
知
的
活
動
の
拠
点
と
し
て

京
都
府
民
を
支
え
る
。
歴
史
と
新
し
さ
を

あ
わ
せ
持
つ
京
都
府
立
図
書
館
で
、
今
日

も
み
な
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

京都市京セラ
美術館
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杉浦非水

　本誌は平成 20（2008）年 4 月号に A4 フルカラーにリニューアルして以来、

表紙には、当館所蔵資料の中から、季節に合わせた美しい絵を選んできました。

選ばれた絵たちは、浮世絵、作家のこだわりがつまった版画集、美しい口絵で

人気を集めた雑誌など、所蔵資料の多様性を表しています。表紙に登場した画

家を取り上げ、その中から、「国立国会図書館デジタルコレクション」でご覧い

ただける絵を集めた「表紙画家セレクション」、第二輯です。

（1876-1965）
近代日本のグラフィックデザイナー。松山に生
まれる。東京美術学校日本画科を卒業。アー
ル・ヌーボーに刺激を受けて図案研究を志
した。三越呉服店の図案部に籍を置き、グ
ラフィック・デザインの分野を開拓する。東
京地下鉄道開業広告ポスターやたばこのパッ
ケージデザインも有名。著書に『非水図案集』

『非水百花譜』など。

肖像：多摩美術大学提供。非水は多摩帝
国美術学校（現・多摩美術大学）の初代
校長を務めた。

No.5

「古代希
ギリシャ

臘より現代日本へ」　
杉浦非水 画『三越』第 15 巻第 6 号　大正
14（1925）年 6 月　三越　26cm
ht tps ://d l .nd l . go . jp/ in fo :nd l jp/
pid/1524610/1（国立国会図書館 / 図書
館送信参加館内公開）

表紙画家セレクション

16年
6月号

第二輯

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1524610/1
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1524610/1
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毛利梅園

（1798-1851）
江戸時代後期の本草学者。名は
元寿。旗本の家に生まれ書院番
をつとめた。植物、鳥、魚、菌
類などの正確な写生図譜をのこ
す。『梅園草木花譜』『梅園介譜』
ほか。

署名と落款：『梅園禽譜』より

No.6

『梅園草木花譜　春之部』から　
毛利梅園 自筆　4 帖　28.1×19.5cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1287280/15

『梅園禽譜』から「鶯雉」
毛利梅園 自筆　天保 10（1839）序　1 帖　27.8cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1286915/47

08年
4月号

10年
8月号

09年
2月号

A4フルカラーリ
ニューアルを

飾ったのはこの
絵！

『梅園草木花譜　秋之部』から
毛利梅園 自筆　4 帖　28.1×19.6cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1287291/16

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1287280/15
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1286915/47
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1287291/16
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前川千帆

（1888-1960）
大正・昭和時代の版画家、漫画
家。京都市出身。関西美術院に
学び浅井忠、鹿子木孟郎に師事。
東京パック社、読売新聞社で漫画
を描くかたわら、木版画を発表。
各地を旅行し、温泉風俗や静か
な風景を好んで描いている。作
品に漫画「あわてものの熊さん」、
版画「浴泉裸婦」など。

自画像：『新漫画派集団漫画年
鑑』新漫画派集団 編　文座書林　
昭和 8< 請求記号 658-17>

No.7

『浴泉譜　版画』から「別所　長野県」　
前川千帆 画　アオイ書房　昭和 16

（1941）年　1 冊　41×31cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/8311980/43（国立国会図書
館 / 図書館送信参加館内公開）

『浴泉譜　版画』から「梨木　群
馬県」　前川千帆 画　アオイ書房 
刊　昭和 16（1941）年
1 冊　41×31cm
h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p /
info:ndljp/pid/8311980/29

（国立国会図書館 / 図書館送信
参加館内公開）

17年
11月号

14年
12月号

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8311980/43
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8311980/43
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8311980/29
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8311980/29
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橋口五葉

（1880-1921）
明治・大正時代の木版画家。鹿児
島出身。橋本雅邦に入門、さらに東
京美術学校西洋画科卒業。夏目漱
石の『吾輩ハ猫デアル』を装丁。渡
辺庄三郎を版元とする新版画の運動
に参加、渡辺版画店より「浴場の女

（ゆあみ）」を制作版行。「大正の歌
麿」と形容された美人画をのこしてい
る。「化粧の女」「髪梳ける女」など。

肖 像：『 かごしま 歴 史 散 歩 』 下
堂 園 純 治 編　 南 洲 出 版　1977　
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/9770079/155（ 国 立 国 会 図
書館 / 図書館送信参加館内公開）

No.8

どれもいい絵だなあ

「水鳥」　橋口五葉 画　大正 9（1920） 1 枚　30×48cm
（『橋口五葉画集』所収）
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542911/12

「神戸之宵月」　橋口五葉 画　大正 9（1920） 1 枚　
30×48cm（『橋口五葉画集』所収）
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542911/3

14年
11月号

20年
6月号

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9770079/155
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9770079/155
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542911/12
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542911/3


国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。

　

大
蔵
省
で
主
に
主
税
畑
を
歩
ん
だ
濱は
ま
だ田

徳の
り
み海
（
１
８
９
９
‐
１
９
５
８
）
が
興
亜

院
事
務
嘱
託
と
し
て
中
国
に
渡
っ
た
の
は

１
９
３
９
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
の
２

年
近
く
の
滞
在
の
間
に
、
亡
き
母
の
供
養
の

た
め
敦
煌
文
書
を
集
め
始
め
た
。
敦
煌
文
書

と
は
１
９
０
０
年
に
敦
煌
で
発
見
さ
れ
た
漢

語
仏
典
を
中
心
と
し
た
数
万
点
に
も
の
ぼ
る

古
写
本
群
で
、
当
時
、
裕
福
な
文
化
人
が
収

集
に
励
ん
で
い
た
。
濱
田
も
伝
手
を
た
ど
っ

て
当
代
き
っ
て
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
李り

盛せ
い
た
く鐸
旧
蔵
の
文
書
を
入
手
す
る
な
ど
し
た
よ

う
だ
。
濱
田
は
、
帰
国
後
も
重
要
文
化
財
保

護
委
員
会
の
援
助
も
受
け
な
が
ら
古
書
市

場
で
収
集
を
続
け
、
そ
の
数
は
最
終
的
に

２
３
５
点
に
の
ぼ
っ
た
。
戦
時
中
は
山
間
の

寺
社
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
疎
開
さ
せ
る
な

ど
、
そ
の
維
持
に
は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
苦
労

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
濱
田
の
没
後
、
遺

族
は
そ
の
遺
志
を
踏
ま
え
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
一
括
し
て
購
入
し
て
く
れ
る
機
関
を
探
し

た
が
、
当
初
は
一
括
購
入
を
予
定
し
て
い
た

国
立
国
会
図
書
館
が
48
点
を
購
入
す
る
に
留

ま
り
（
１
９
６
２
‐
６
３
年
）、
ま
た
そ
の

仲
介
を
し
て
い
た
東
洋
文
庫
も
購
入
を
見

送
っ
た
た
め
、
残
り
は
同
じ
く
仲
介
し
て
い

た
古
書
店
が
買
い
取
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
さ
ら
り
と
書
い
た
が
、
実
は
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
来
歴
ど
こ
ろ
か
全
容
す
ら
、

一
部
関
係
者
は
把
握
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

も
の
の
、
長
ら
く
不
明
と
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
間
、
一
部
の
文
書
が
日
中
の
古
書
市
場
に

流
れ
た
り
、
２
０
１
６
年
に
36
点
も
の
文
書

が
一
挙
に
中
国
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
市
場
に
出

品
さ
れ
た
り
し
て
（
そ
の
際
、
精
細
な
図
録

が
出
版
さ
れ
た
。）、
断
片
的
に
存
在
が
確
認

さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
濱
田
の
遺
志
と

は
裏
腹
に
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
散
逸
し
つ
つ

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
２
０
１
７
年
に
な
っ
て
事
態
は

動
い
た
。
東
洋
文
庫
に
お
い
て
、
①
濱
田
没

後
に
作
成
さ
れ
た
全
品
目
録
（
作
者
不
明
）、

②
①
と
同
時
期
頃
作
成
の
写
真
付
全
容
目
録

（
作
者
不
明
）、
③
１
９
６
５
年
に
遺
族
が
東

洋
文
庫
に
送
付
し
た
目
録
、
④
１
９
６
８
年

に
石
塚
晴
通
氏（
当
時
、東
京
大
学
大
学
院
生
）

が
行
っ
た
現
物
調
査
記
録
の
存
在
が
改
め
て

「
確
認
」
さ
れ
た
の
だ
。
こ
れ
ら
目
録
類
を
翻

刻
す
る
と
と
も
に
、
関
連
先
行
研
究
も
参
照

し
な
が
ら
整
理
・
対
照
し
て
一
覧
に
ま
と
め

た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
濱

田
が
収
集
し
た
敦
煌
文
書
の
全
容
が
、
半
世

紀
を
経
て
よ
う
や
く
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま

た
、
来
歴
に
つ
い
て
も
、
各
文
書
に
付
さ
れ

た
印
記
・
揮
毫
や
当
時
の
古
書
目
録
の
分
析

か
ら
相
当
程
度
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
再
現
し
た
の
が
小
文
の
第
一

段
落
な
の
だ
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
そ
の
ま

ま
後
世
に
伝
え
た
い
と
い
う
濱
田
の
想
い
は
、

本
書
に
よ
っ
て
少
し
は
報
わ
れ
た
だ
ろ
う
か
。

　

世
界
各
地
に
点
在
す
る
敦
煌
文
書
を
用
い

た
研
究
は
「
敦
煌
学
」
と
呼
ば
れ
、
東
洋
学

に
お
け
る
一
分
野
を
形
成
し
て
い
る
。
本
書

を
契
機
と
し
て
、
濱
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
活

用
し
た
研
究
の
一
層
の
進
展
を
期
待
し
た

い
。
も
っ
と
も
、
敦
煌
文
書
を
扱
う
際
に
避

け
て
通
れ
な
い
真
贋
問
題
も
あ
る
の
で
、
注

意
は
必
要
な
の
だ
が
。　
　
　
（
福
林 

靖
博
）

濱田徳海旧蔵敦煌文書
コレクション目録
氣賀澤保規 編　東洋文庫　
2020.3　7，344p；26cm
<請求記号 HM1-M7>
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ウ
ェ
ブ
講
演
会
「「
新
し
い
日
常
」
に
お
け
る
図
書
館
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
今
ま

で
の
日
常
の
生
活
が
一
変
す
る
中
で
、
図
書
館
は
、
ど
の
よ
う

に
利
用
者
及
び
職
員
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
、
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
国
立
国
会
図
書
館
は
、

世
界
の
図
書
館
界
を
代
表
す
る
国
際
図
書
館
連
盟（
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
）

の
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
会
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

ウ
ェ
ブ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ

Ａ
及
び
各
国
の
図
書
館
の
対
策
事
例
、
今
後
の
国
際
連
携
の
在

り
方
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。「
新
し
い
日
常
」

に
お
け
る
図
書
館
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

今
後
の
図
書
館
活
動
へ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

日
英
同
時
通
訳
付
き
、
参
加
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

○
日
時　

２
月
26
日
（
金
）
14
時
～
15
時
10
分 

○
開
催
方
法　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

○
講
師　

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
氏 （
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
会
長
）

○
申
込
方
法　

ホ
ー
ム>

イ
ベ
ン
ト
・
展
示
会
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
２
月
19
日
（
金
）
17
時
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
（
３
０
０
名
）
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を

終
了
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
協
力
係

 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：lecture@

ndl.go.jp

複
写
料
金
改
定
に
つ
い
て
の
ご
案
内

　
令
和
３
年
１
月
４
日
（
月
）
に
複
写
料
金
を
改
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
複
写
料
金
に
つ
い
て
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

何
卒
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○問合せ先
利用者サービス部 複写課
電話　03（3581）2331（代表）

クリスティン・マッケンジー氏 

複写メニュー 改定前 (円)色 /
資料形態 サイズ/分量

電子式複写
・本などを普通紙にコピーします。
・「セルフ」は関西館のみのメニューです。

・「遠隔」は、遠隔複写サービスでデジタル
データの印刷を申し込んだ場合の料金です。

白黒

カラー

白黒

カラー

A2

セルフA4・B4

A4

B4

A3

A4・B4

A3

遠隔A4・B4

遠隔A3

A4・B4

A3

遠隔A3

(91+税)

(111+税)

(15+税)

(24+税)

(41+税)

(35+税)

(56+税)

(96+税)

100.10

122.10

105.60

16.50

26.40

45.10

38.50

61.60

(110+税)

(23+税)

(40+税)

(55+税)

(95+税)

121.00

104.50

25.30

44.00

60.50

改定後（現行） (円)

A4・B4

A3

セルフA3

(23+税)

(40+税)

25.30

44.00

(24+税)

(41+税)

26.40

45.10

(115+税)126.50(116+税)127.60

(15+税)16.50

遠隔A4・B4

電子情報等のプリントアウト

(14+税)15.40

(90+税)99.00

(14+税)15.40

(34+税)37.40
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新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
８
６
号

　

フ  

ラ
ン
ス
の
農
産
物
及
び
食
品
の
情
報
の
透
明
性
に
関
す
る
法
律

　

ド
イ
ツ
の
政
党
法

　

韓
国
の
医
療
機
器
産
業
の
支
援
に
関
す
る
法
律

　

中
国
民
法
典
と
そ
の
人
格
権
編

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
３
９
号　

小
特
集
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
医
療
」<

緒
言>

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
医
療
提
供
体
制

　

米 

国
連
邦
政
府
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
―

感
染
拡
大
防
止
と
医
療
の
確
保
の
た
め
の
施
策
―

　

新 

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

規
制
緩
和
―
日
本
及
び
米
国
の
状
況
を
中
心
に
―

　

米 

国
に
お
け
る
オ
ピ
オ
イ
ド
系
薬
物
の
乱
用
問
題
―
今
も
続
く
公
衆

衛
生
上
の
危
機
―

　

送 

配
電
網
の
費
用
負
担
と
託
送
料
金
の
仕
組
み
―
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
主
力
電
源
化
に
向
け
た
制
度
改
革
―

　

諸
外
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
介
者
の
「
責
任
」

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
４
６
号

　

著
作
権
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
成
す
る
大
学
図
書
館

　

協 

学
を
支
援
す
る
た
め
の
新
た
な
学
習
ハ
ブ
と
し
て
の
大
学
図
書
館

の
実
現
に
向
け
た
九
州
大
学
の
取
り
組
み

　

島 

根
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
のIIIF Authentication 

API

導
入

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

　

IIIF

の
概
要
と
主
要API

バ
ー
ジ
ョ
ン
３
・
０
の
公
開

　

プ 

ラ
ン
Ｓ
改
訂
版
発
表
後
の
展
開
―
転
換
契
約
等
と
出
版
社
と
の
契

約
へ
の
影
響

　

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　

日
本
図
書
館
協
会

　
　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　
　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

第
33
回
納
本
制
度
審
議
会

　

12
月
11
日
、
第
33
回
納
本
制
度
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
審
議

会
委
員
13
名
、
専
門
委
員
２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
委
員
の
交
代
（
令
和
２
年
７
月
29
日
付
け
）

及
び
出
版
物
納
入
状
況
等
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
報
告
し
、
代

償
金
部
会
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
奥
邨
弘
司
部
会
長
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
補
償
に
関
す
る
小
委
員
会

の
審
議
経
過
に
つ
い
て
福
井
健
策
小
委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
電
子
書
籍
・
電
子
雑
誌
収
集
実
証
実
験
事

業
の
総
括
及
び
有
償
等
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
制
度
収
集
に
向
け
た

課
題
の
整
理
に
つ
い
て
は
事
務
局
か
ら
も
詳
細
を
説
明
し
、
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

納
本
制
度
審
議
会
委
員
・
専
門
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
２
年
７
月
29
日
現
在
）

会
長

　

斎
藤　

誠　
　
　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

会
長
代
理

　

福
井　

健
策　
　

弁
護
士

委
員

　

植
村　

八
潮　
　

専
修
大
学
文
学
部
教
授

　

江
上　

節
子　
　

武
蔵
大
学
社
会
学
部
教
授

　

江
草　

貞
治　
　

株
式
会
社
有
斐
閣
代
表
取
締
役
社
長

　

遠
藤　

薫　
　
　

学
習
院
大
学
法
学
部
教
授

　

奥
邨　

弘
司　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

　

小
野
寺　

優　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長

　

重
村　

博
文　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
会
長

　

柴
野　

京
子　
　

上
智
大
学
文
学
部
新
聞
学
科
准
教
授

　

永
江　

朗　
　
　

公
益
社
団
法
人
日
本
文
藝
家
協
会
電
子
書
籍
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
委
員
会
委
員

　

根
本　

彰　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

平
林　

彰　
　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
出
版
取
次
協
会
会
長

　

堀
内　

丸
惠　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
雑
誌
協
会
理
事
長

　

山
口　

寿
一　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長

専
門
委
員

　

佐
々
木　

隆
一　

一
般
社
団
法
人
電
子
出
版
制
作
・
流
通
協
議
会
監
事

　

樋
口　

清
一　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
専
務
理
事
兼

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長

○
代
償
金
部
会
所
属
委
員

　

 

奥
邨
弘
司
（
部
会
長
）、
江
上
節
子
（
部
会
長
代
理
）、
小
野
寺
優
、

　

重
村
博
文
、
根
本
彰
、
福
井
健
策
、
堀
内
丸
惠

○
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
補
償
に
関
す
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